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第 26回 ア ジ ア ・ 太 平 洋 議 員 フ ォ ー ラ ム （ Ａ Ｐ Ｐ Ｆ ） 総 会 派 遣 参 議 院

代 表 団 報 告 書  

 

団   長  参 議 院 議 員   柳 本  卓 治  

     同       吉 良 よ し 子  

同   行  国 際 会 議 課 長  松 下  和 史  

会 議 要 員  国 際 会 議 課   桑 山  直 樹  

 同     同       小 島  功 平  

 

 第 26回 ア ジ ア ・ 太 平 洋 議 員 フ ォ ー ラ ム （ Ａ Ｐ Ｐ Ｆ ） 総 会 は 、 2018

年 １ 月 18日 （ 木 ） か ら 21日 （ 日 ） ま で の ４ 日 間 、 ベ ト ナ ム ・ ハ ノ イ

の Ｊ Ｗ マ リ オ ッ ト ・ ホ テ ル ・ ハ ノ イ に お い て 、 20の 加 盟 国 （ 日 本 、

オ ー ス ト ラ リ ア 、 カ ン ボ ジ ア 、 カ ナ ダ 、 チ リ 、 中 国 、 フ ィ ジ ー 、 イ

ン ド ネ シ ア 、 韓 国 、 ラ オ ス 、 マ レ ー シ ア 、 メ キ シ コ 、 ミ ク ロ ネ シ

ア 、 モ ン ゴ ル 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 、 フ ィ リ ピ ン 、 ロ シ ア 、 シ ン ガ ポ

ー ル 、 タ イ 、 ベ ト ナ ム ） 及 び オ ブ ザ ー バ ー 国 （ ブ ル ネ イ ） か ら 約

160名 の 議 員 が 参 加 し て 開 催 さ れ た 。 ま た 、 モ ロ ッ コ 議 会 、 列 国 議

会 同 盟 （ Ｉ Ｐ Ｕ ） 及 び Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ 議 員 会 議 （ Ａ Ｉ Ｐ Ａ ） の 代 表 が 来

賓 と し て 参 加 し た 。  

 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 、 日 本 の 国 会 議 員 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に 基 づ い て 1993年

１ 月 に 組 織 さ れ た 議 員 フ ォ ー ラ ム で 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 政 治 ・

安 全 保 障 、 地 域 協 力 等 に つ い て 加 盟 国 の 議 員 が 討 議 を 重 ね て お り 、

現 在 27か 国 が 加 盟 し て い る 。 日 本 国 会 は 1996年 の 第 ４ 回 総 会 か ら 継

続 し て 代 表 団 を 公 式 に 派 遣 し て い る 。  

 今 次 総 会 に 派 遣 さ れ た 参 議 院 代 表 団 は 、 個 人 参 加 の 中 曽 根 弘 文 参

議 院 議 員 及 び 衆 議 院 代 表 団 と 共 に 日 本 国 会 代 表 団 を 結 成 し 、 団 長 に

柳 本 卓 治 参 議 院 議 員 、 副 団 長 に 後 藤 田 正 純 衆 議 院 議 員 、 団 長 代 行 に

海 江 田 万 里 衆 議 院 議 員 を 選 出 し た 。  

 代 表 団 は 、 総 会 の 議 題 に 関 す る ４ 本 の 決 議 案 及 び Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改

正 案 を 事 前 に 提 出 し 、 現 地 で は 、 本 会 議 及 び 女 性 議 員 会 議 に お い て

決 議 案 及 び 規 則 改 正 案 の 趣 旨 を 説 明 す る と と も に 、 ワ ー キ ン グ ・ グ

ル ー プ 及 び 起 草 委 員 会 に お い て 各 国 の 主 張 を 取 り 入 れ な が ら 成 案 の

取 り ま と め を 行 っ た 。 ま た 、 要 人 表 敬 及 び 各 国 代 表 団 と の 会 談 等 を

積 極 的 に 行 っ た 。  

 以 下 、 本 報 告 書 で は 、 会 議 に お け る 参 議 院 代 表 団 の 活 動 を 中 心 に

述 べ る こ と と す る 。  

 

１ ． 執 行 委 員 会  

 執 行 委 員 会 は 18日 （ 木 ） 午 後 に 開 会 さ れ 、 日 本 、 オ ー ス ト ラ リ
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ア 、 カ ン ボ ジ ア 、 カ ナ ダ 、 チ リ 、 フ ィ ジ ー 、 イ ン ド ネ シ ア 、 ラ オ

ス 、 モ ン ゴ ル 、 ロ シ ア 及 び ベ ト ナ ム の 代 表 が 出 席 し 、 日 本 か ら は 柳

本 団 長 が 出 席 し た 。 今 次 総 会 会 長 ・ 執 行 委 員 会 委 員 長 で あ る グ エ

ン ・ テ ィ ・ キ ム ・ ガ ン ・ ベ ト ナ ム 国 会 議 長 が 議 事 を 主 宰 し 、 議 題 案

及 び 日 程 案 、 ハ ノ イ 宣 言 案 及 び 女 性 議 員 会 議 常 設 化 の た め の Ａ Ｐ Ｐ

Ｆ 規 則 改 正 案 の 取 扱 い 、 今 後 の 総 会 主 催 国 等 に つ い て 協 議 を 行 っ

た 。  

 柳 本 団 長 は 、 2005年 以 来 、 ２ 回 目 と な る ベ ト ナ ム に お け る Ａ Ｐ Ｐ

Ｆ 総 会 の 開 催 に 祝 意 を 表 す る と と も に 、 決 議 案 及 び 規 則 改 正 案 の 審

査 や 議 論 を 通 じ て 、 会 議 に 貢 献 し た い 旨 発 言 し た 。  

 ガ ン 議 長 か ら 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の こ れ ま で の 功 績 を 振 り 返 る と と も に 、

今 後 の 発 展 の 道 筋 を 示 す こ と を 主 な 内 容 と す る 「 ハ ノ イ 宣 言 ― ア ジ

ア ・ 太 平 洋 議 会 間 協 力 に 向 け た 新 ビ ジ ョ ン 」 の 案 文 を ベ ト ナ ム が 提

出 し て い る 旨 説 明 が あ り 、 協 議 の 結 果 、 同 宣 言 案 は 起 草 委 員 会 に お

い て 審 査 す る こ と と な っ た 。  

 続 い て 、 ガ ン 議 長 か ら 、 女 性 議 員 会 議 常 設 化 の た め の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規

則 改 正 案 を 提 出 し た 日 本 に 対 し 敬 意 が 示 さ れ た 。  

 柳 本 団 長 は 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 女 性 議 員 会 議 は 、 第 24回 バ ン ク ー バ ー 総

会 で 初 め て 開 催 さ れ 、 前 回 の 第 25回 フ ィ ジ ー 総 会 で 、 常 設 化 の た め

の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 の 必 要 性 に つ い て 活 発 な 議 論 が 交 わ さ れ た こ と

を 踏 ま え 、 規 則 改 正 案 を 提 出 し た 旨 発 言 し 、 同 改 正 案 の 概 要 を 説 明

す る と と も に 各 国 の 賛 同 を 求 め た 。  

協 議 の 結 果 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 案 は 起 草 委 員 会 に お い て 審 査 す る

こ と と な っ た 。  

 最 後 に 、 ガ ン 議 長 か ら 、 2019年 １ 月 の 第 27回 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 は カ ン

ボ ジ ア が 主 催 予 定 で あ る 旨 発 言 が あ り 、 同 国 で の 主 催 が 全 会 一 致 を

も っ て 承 認 さ れ た 。  

 

２ ． 開 会 式  

 開 会 式 は 18日 （ 木 ） 夕 刻 に ベ ト ナ ム 国 会 議 事 堂 本 会 議 場 に お い て

挙 行 さ れ た 。 柳 本 団 長 は 、 ガ ン 議 長 、 チ ャ ン ・ ダ イ ・ ク ア ン ・ ベ ト

ナ ム 国 家 主 席 、 チ コ ・ フ ァ タ フ ェ ヒ ・ ル ベ ニ ・ フ ィ ジ ー 議 会 議 長 及

び ガ ブ リ エ ラ ・ ク エ バ ス ・ バ ロ ン Ｉ Ｐ Ｕ 議 長 と 共 に 壇 上 に 着 席 し

た 。  

 初 め に 、 ガ ン 議 長 が 各 国 代 表 団 に 対 す る 歓 迎 の 挨 拶 を 行 っ た 。 ガ

ン 議 長 は 、 今 次 総 会 に お い て 、 地 域 及 び 世 界 が 直 面 す る 政 治 ・ 安 全

保 障 、 貿 易 、 経 済 、 開 発 協 力 、 文 化 ・ 社 会 ・ 環 境 分 野 に 関 す る 協 力

等 の 課 題 に つ い て 意 見 を 交 わ す と と も に 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 設 立 か ら 25年 が

経 過 し た こ と を 踏 ま え 、 今 次 総 会 が 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 に お け る 議 会
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間 パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 新 た な ビ ジ ョ ン を 描 く こ と を 期 待 す る 旨 述

べ 、 総 会 の 開 会 を 宣 言 し た 。  

 続 い て 、 ク ア ン 国 家 主 席 が 、 25年 の 長 き に わ た り 共 通 の 課 題 に 取

り 組 ん で き た Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 特 別 な 役 割 を 強 調 す る と と も に 、 ア ジ ア ・

太 平 洋 地 域 の 協 力 に 向 け た ビ ジ ョ ン を 構 築 す る た め 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 他

の 地 域 的 枠 組 み と の 協 力 を 進 め る べ き で あ る 旨 述 べ た 。  

 次 に 、 前 回 総 会 開 催 国 を 代 表 し 、 ル ベ ニ ・ フ ィ ジ ー 議 会 議 長 は 、

各 国 議 会 が 共 通 の 課 題 に 対 す る 取 組 を 強 化 し 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 発 展 に 貢

献 し て き た 旨 指 摘 す る と と も に 、 前 回 総 会 に お い て 採 択 さ れ た 決 議

に 言 及 し つ つ 、 同 国 の 経 済 成 長 、 ジ ェ ン ダ ー 平 等 に 向 け た 取 組 等 を

紹 介 し た 。  

 次 に 、 ク エ バ ス Ｉ Ｐ Ｕ 議 長 は 、 自 身 が 参 加 し た 2010年 の 第 18回 Ａ

Ｐ Ｐ Ｆ シ ン ガ ポ ー ル 総 会 の 経 験 に 言 及 す る と と も に 、 議 員 外 交 及 び

多 国 間 主 義 の 重 要 性 を 強 調 し 、 「 言 葉 を 行 動 に 移 す 」 と い う 理 念 の

下 、 不 平 等 及 び 気 候 変 動 を 始 め と す る 課 題 に 取 り 組 む べ き で あ る 旨

述 べ た 。  

 最 後 に 、 柳 本 団 長 が 中 曽 根 康 弘 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 名 誉 会 長 の 祝 辞 を 概 要 以

下 の と お り 代 読 し た 。  

Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 、 1993年 の 設 立 以 来 25年 の 長 き に わ た り 、 人 種 、 民

族 、 宗 教 、 伝 統 ・ 文 化 、 言 語 及 び 政 治 体 制 の 多 様 性 を 前 提 と し 、 寛

容 と 柔 軟 性 、 連 帯 と 協 調 を 旨 と し つ つ 、 各 国 議 員 を 通 じ た 相 互 信

頼 、 相 互 尊 重 及 び 相 互 理 解 を 実 践 し て き た 。  

私 は 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 が 、 か か る 多 様 性 を そ の 活 力 の 源 泉 と

し つ つ 、 国 や 地 域 に お け る 対 立 や 貧 困 な ど の 課 題 を 克 服 し 、 個 々 の

国 家 や 国 民 が そ の 力 を 最 大 限 に 発 揮 す る と と も に 、 域 内 の 調 和 を 通

じ て 、 世 界 の 平 和 と 安 定 の 確 立 に 貢 献 で き る と 信 じ る 一 人 で あ る 。  

我 々 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ に 集 う 議 会 人 が 、 共 同 の 運 命 を 担 っ て い る こ と を 認

識 し 、 自 国 の 民 族 的 独 自 性 や 伝 統 的 価 値 観 を 堅 持 す る 一 方 、 交 流 の

深 化 に よ っ て 相 互 理 解 を 促 進 し 、 次 世 代 に 引 き 継 げ る 文 化 的 遺 産 を

創 出 す る と き 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 新 た な 時 代 に 向 か っ て 人 類 文 明 創 造 の 母

体 と な り 得 る と 確 信 し て い る 。  

2017年 の 世 界 情 勢 を 振 り 返 る と 、 各 国 で テ ロ 事 件 が 頻 発 し 、 ９ 月

に は 北 朝 鮮 が ６ 回 目 と な る 核 実 験 を 強 行 し た ほ か 、 10回 以 上 に わ た

っ て 弾 道 ミ サ イ ル 発 射 実 験 を 繰 り 返 す な ど 、 こ の 地 域 だ け で は な く

世 界 全 体 に と っ て 深 刻 な 脅 威 が 現 存 し て い る 。 10月 に は Ｉ Ｓ Ｉ Ｌ の

重 要 拠 点 で あ っ た ラ ッ カ が そ の 支 配 か ら 解 放 さ れ 、 シ リ ア の 平 和 と

安 定 に 向 け た 重 要 な 一 歩 と な っ た が 、 今 も な お 人 道 的 に 深 刻 な 状 況

が 続 い て い る こ と に 変 わ り は な い 。  

加 え て 米 国 は 、 １ 月 に は Ｔ Ｐ Ｐ 協 定 、 ６ 月 に は パ リ 協 定 か ら の 離
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脱 を 表 明 し 、 世 界 に 大 き な 衝 撃 を 与 え た 。 Ｔ Ｐ Ｐ を 含 む 経 済 連 携 協

定 や 多 角 的 自 由 貿 易 体 制 は 世 界 経 済 の 成 長 の エ ン ジ ン で あ り 、 地 球

温 暖 化 を 防 止 す る 上 で 、 パ リ 協 定 が 重 要 な 枠 組 み で あ る こ と は 論 を

ま た な い 。  

11月 に ベ ト ナ ム の ダ ナ ン で 開 催 さ れ た ア ジ ア 太 平 洋 経 済 協 力 （ Ａ

Ｐ Ｅ Ｃ ） 首 脳 会 議 に お い て 、 多 角 的 自 由 貿 易 体 制 を 通 じ た 地 域 経 済

統 合 の 深 化 や 、 気 候 変 動 に 対 応 し た 食 料 安 全 保 障 と 持 続 可 能 な 農 業

の 促 進 に つ い て 意 見 交 換 が 行 わ れ 、 成 果 と し て 明 確 か つ 力 強 い メ ッ

セ ー ジ が 発 出 さ れ た こ と を 心 強 く 思 う 。  

こ う し た 中 、 国 民 に 寄 り 添 っ た 長 期 的 展 望 や 具 体 的 政 策 に 基 づ い

た 自 由 な 発 想 で 議 論 で き る 議 員 外 交 の 役 割 は 、 今 後 更 に 大 き く な る

も の と 考 え る 。 今 次 総 会 が 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の み な ら ず 世 界 全

体 に と っ て の 希 望 の 灯 火 を 捧 げ 持 つ 先 導 者 と な る こ と を 期 待 し て い

る 。  

こ の 総 会 を 契 機 と し て 、 今 回 出 席 の 国 会 議 員 同 士 の 友 情 が よ り 一

層 深 ま り 、 そ の 友 情 が ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 に 満 ち あ ふ れ る こ と を 念

願 す る 。  

 

３ ． 女 性 議 員 会 議  

 女 性 議 員 会 議 は 18日 （ 木 ） 午 前 に 「 持 続 可 能 な 開 発 及 び 共 有 さ れ

た 繁 栄 に 向 け た ジ ェ ン ダ ー 平 等 の 促 進 」 を 議 題 と し て 開 催 さ れ 、 各

国 の 代 表 が 発 言 し た 。  

 吉 良 よ し 子 参 議 院 議 員 は 概 要 以 下 の と お り 発 言 し た 。  

 今 、 世 界 で は 持 続 可 能 で 健 全 な 経 済 発 展 が 掲 げ ら れ 、 差 別 と 格 差

の 是 正 、 貧 困 の 根 絶 の た め の 努 力 が 進 め ら れ て い る 。 し か し 、 い ま

だ に 全 て の 国 が 男 女 格 差 の 是 正 を 達 成 し た と 言 え る 状 況 で な い こ と

は 重 大 な 問 題 で あ る 。  

 と り わ け 、 日 本 は 世 界 経 済 フ ォ ー ラ ム の ジ ェ ン ダ ー ・ ギ ャ ッ プ 指

数 で 144か 国 中 114位 で あ り 、 政 治 分 野 の 女 性 進 出 も 遅 れ て い る 。 日

本 政 府 は 女 性 の 活 躍 に 向 け た 取 組 を 企 業 等 に 促 し て い る が 、 そ れ の

み で は 本 当 の ジ ェ ン ダ ー 平 等 の 促 進 に は つ な が ら な い 。  

 日 本 に お け る ジ ェ ン ダ ー 平 等 促 進 の た め 、 緊 急 に 対 応 が 必 要 な こ

と と し て 二 点 挙 げ ら れ る 。  

一 点 目 は 女 性 の 働 き 方 で あ る 。 日 本 の 女 性 の ２ 人 に １ 人 は 非 正 規

雇 用 者 で あ り 、 出 産 を 機 に 雇 い 止 め さ れ る 事 例 が 多 く 見 ら れ る 。 ま

た 、 正 規 雇 用 者 で あ っ て も 、 男 性 、 女 性 共 に 長 時 間 過 密 労 働 が 深 刻

化 し て お り 、 晩 婚 化 が 進 む と と も に 、 高 齢 出 産 が 増 え 、 少 子 化 が 加

速 し て い る 。 女 性 の 活 躍 を 本 気 で 推 進 す る た め に は 、 働 き 方 の 問 題

を 解 決 し な く て は な ら な い 。  
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も う 一 点 は 、 仕 事 と 家 庭 の 両 立 支 援 で あ る 。 日 本 で も 今 な お 家 庭

の 子 育 て 、 介 護 等 は 女 性 の 役 割 と 位 置 付 け ら れ 、 妊 娠 及 び 出 産 を 機

に キ ャ リ ア が 断 絶 し て し ま う 女 性 は 少 な く な い 。 し か し 、 保 育 園 等

の 施 設 は ニ ー ズ に 比 べ 圧 倒 的 に 不 足 し て お り 、 そ の 結 果 、 キ ャ リ ア

断 絶 や 生 活 困 窮 と な っ て し ま う 事 例 が 見 ら れ る 。 父 母 が 求 め て い る

「 質 の 高 い 安 全 な 保 育 園 」 を 政 府 が 率 先 し て 増 や す こ と は 急 務 で あ

る 。  

最 後 に 、 な く な ら な い 女 性 へ の 暴 力 に つ い て 申 し 上 げ た い 。 過 去

の 歴 史 の 中 で も 、 今 も な お 女 性 を 性 の 対 象 と し て の み 扱 い 、 人 権 を

踏 み に じ る 事 件 が 日 本 で 繰 り 返 さ れ て い る こ と に 私 は 怒 り に 震 え る

思 い で あ る 。 世 界 を 見 れ ば 、 2017年 に 「 #Me To o」 と い う ハ ッ シ ュ

タ グ が 広 が り 、 セ ク ハ ラ や 性 暴 力 を な く そ う と い う 声 が 広 が っ た 。

こ う し た 事 件 を な く す こ と は 、 ジ ェ ン ダ ー 平 等 の 促 進 に 欠 か せ な

い 。  

今 日 集 ま っ た 皆 様 と も 手 を つ な ぎ 、 世 界 中 で 「 タ イ ム ズ ・ ア ッ

プ 」 の 声 を 広 げ 、 全 て の 国 の 女 性 の 地 位 向 上 及 び ジ ェ ン ダ ー 平 等 促

進 の た め 、 世 界 中 の 皆 様 と 力 を 合 わ せ る 決 意 を 申 し 上 げ る 。  

 ま た 、 吉 良 よ し 子 議 員 は 、 日 本 が 提 出 し た 女 性 議 員 会 議 常 設 化 の

た め の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 案 に つ い て 、 国 が 異 な る 場 合 で あ っ て も 、

共 通 す る 課 題 に 向 き 合 う 各 国 の 女 性 議 員 間 で 忌 憚 の な い 自 由 な 議 論

及 び 交 流 を 行 う こ と は 、 自 国 の 課 題 を 解 決 す る た め に も 有 効 で あ る

と 指 摘 し た 上 で 、 設 立 か ら 四 半 世 紀 の 長 き に わ た り 、 各 国 の 議 員 間

で 議 論 を 積 み 重 ね て き た Ａ Ｐ Ｐ Ｆ こ そ 、 こ の 地 域 の ジ ェ ン ダ ー 平 等

を 推 進 す る た め に 大 き な 役 割 を 果 た す こ と が で き る と 確 信 し て い る

旨 述 べ る と と も に 、 同 改 正 案 の 趣 旨 説 明 を 行 い 、 各 国 に 賛 同 を 呼 び

か け た 。  

 

４ ． 本 会 議 （ 最 終 本 会 議 を 除 く ）  

 本 会 議 は 19日 （ 金 ） 及 び 20日 （ 土 ） に 「 政 治 及 び 安 全 保 障 に 関 す

る 問 題 」 、 「 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 問 題 」 及 び 「 地 域 開 発 協 力 」 を

議 題 と し て 開 催 さ れ た 。 ガ ン 議 長 が 本 会 議 議 長 を 務 め 、 ト ン ・ テ

ィ ・ フ ォ ン ・ ベ ト ナ ム 国 会 副 議 長 が 共 同 議 長 を 務 め た 。  

 

（ １ ） 政 治 及 び 安 全 保 障 に 関 す る 問 題  

 地 域 及 び 世 界 に お け る 平 和 、 安 全 保 障 及 び 繁 栄 の た め の 議 員 外 交

の 促 進 、 国 際 テ ロ リ ズ ム 及 び 国 境 を 越 え る 犯 罪 と の 闘 い 等 に つ い て

各 国 の 代 表 が 発 言 し た 。  

 後 藤 田 副 団 長 は 、 「 朝 鮮 半 島 問 題 の 解 決 及 び ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域

の 平 和 と 繁 栄 の 実 現 に 関 す る 決 議 案 」 に 関 し 、 北 朝 鮮 の 核 ・ ミ サ イ
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ル 問 題 及 び 拉 致 問 題 の 解 決 に 向 け た 取 組 の 重 要 性 等 を 中 心 に 趣 旨 説

明 を 行 っ た 。  

 ま た 、 海 江 田 団 長 代 行 は 、 北 朝 鮮 の 核 ・ ミ サ イ ル 問 題 に 対 す る 我

が 国 の 対 応 の 在 り 方 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 に お け る 核 兵 器 禁 止 に 向

け た 取 組 の 必 要 性 等 に 関 し て 発 言 し た 。  

さ ら に 、 山 口 壯 衆 議 院 議 員 は 、 「 テ ロ 及 び 暴 力 的 過 激 主 義 対 策 に

関 す る 決 議 案 」 に 関 し 、 テ ロ 等 の 根 絶 に 向 け た 議 会 人 の 役 割 等 を 中

心 に 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 

（ ２ ） 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 問 題  

 2017年 Ａ Ｐ Ｅ Ｃ 報 告 、 シ ー ム レ ス な 地 域 経 済 統 合 の 促 進 に 向 け た

議 会 の 役 割 、 食 料 安 全 保 障 及 び 農 業 の 持 続 可 能 な 開 発 、 デ ジ タ ル 時

代 に お け る 零 細 ・ 中 小 企 業 の 支 援 等 に つ い て 各 国 の 代 表 が 発 言 し

た 。  

 後 藤 田 副 団 長 は 、 「 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」 に 関 し 、 保 護

主 義 と の 闘 い 及 び 自 由 貿 易 促 進 の 重 要 性 、 経 済 連 携 の 進 展 に 向 け た

取 組 の 必 要 性 等 を 中 心 に 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 

（ ３ ） 地 域 開 発 協 力  

 気 候 変 動 に 対 す る 共 同 行 動 の 強 化 、 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 資

源 、 地 域 の 文 化 及 び 観 光 協 力 の 促 進 等 に つ い て 各 国 の 代 表 が 発 言 し

た 。  

 竹 本 一 衆 議 院 議 員 は 、 質 の 高 い イ ン フ ラ 投 資 の 推 進 に 向 け た 取

組 の 必 要 性 等 に 関 し て 発 言 し た 。  

 ま た 、 吉 良 州 司 衆 議 院 議 員 は 、 「 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 協 力 促 進

に お け る Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 役 割 に 関 す る 決 議 案 」 に 関 し 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 枠 組

み を 通 じ た 協 力 関 係 の 深 化 と 拡 大 の 必 要 性 等 を 中 心 に 趣 旨 説 明 を 行

っ た 。  

 

５ ． ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ  

 ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ は 19日 （ 金 ） 及 び 20日 （ 土 ） に 開 催 さ れ

た 。 日 本 を 始 め と す る 参 加 国 か ら 提 出 さ れ た 計 44件 の 決 議 案 に 関

し 、 同 種 の テ ー マ に つ い て 決 議 案 が 複 数 提 出 さ れ て い る 場 合 は 、 関

係 国 に よ る 文 言 調 整 を 経 て 決 議 案 は 一 本 化 さ れ 、 全 参 加 国 が 出 席 す

る 起 草 委 員 会 に 順 次 送 付 さ れ た 。 な お 、 そ れ 以 外 の 決 議 案 に つ い て

は 、 直 接 起 草 委 員 会 に 送 付 さ れ た 。  

 

６ ． 起 草 委 員 会  

 起 草 委 員 会 は 19日 （ 金 ） 及 び 20日 （ 土 ） に 開 催 さ れ 、 ヴ ー ・ ハ
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イ ・ ハ ー ・ ベ ト ナ ム 国 会 外 務 委 員 会 副 委 員 長 が 起 草 委 員 会 委 員 長 を

務 め 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 案 、 ハ ノ イ 宣 言 案 、 ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ

か ら 起 草 委 員 会 に 送 付 さ れ た 各 決 議 案 及 び 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案 の 審 査

が 行 わ れ た 。  

 日 本 提 出 の 女 性 議 員 会 議 常 設 化 の た め の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 案 に つ

い て 、 吉 良 よ し 子 議 員 は 、 同 改 正 案 の 内 容 は 過 去 ２ 回 の 総 会 に お け

る 女 性 議 員 会 議 開 催 の 実 績 と 議 論 を 踏 ま え た も の で あ る 旨 述 べ た 上

で 、 そ の 概 要 を 説 明 し た 。 引 き 続 き 逐 条 審 査 が 行 わ れ 、 各 国 代 表 か

ら 、 改 正 条 文 の 挿 入 箇 所 の ほ か 、 女 性 議 員 会 議 の 目 的 、 開 催 時 期 、

議 長 及 び 共 同 議 長 、 議 題 の 決 定 、 本 会 議 へ の 報 告 等 に つ い て 、 当 該

規 定 を 設 け る 必 要 性 を 含 む 様 々 な 意 見 が 述 べ ら れ た 。 最 終 的 に は 、

将 来 の 主 催 国 の 自 主 性 や 運 用 の 柔 軟 性 を 確 保 す る た め 、 規 則 に は 必

要 最 低 限 の 基 本 的 事 項 の み を 規 定 す る こ と で 合 意 が 得 ら れ 、 必 要 な

修 正 が 加 え ら れ た 後 、 最 終 本 会 議 へ の 上 程 が 決 定 さ れ た 。  

ハ ノ イ 宣 言 案 に つ い て 、 ベ ト ナ ム の 議 員 か ら 、 本 年 は 1993年 の Ａ

Ｐ Ｐ Ｆ 設 立 か ら 25周 年 の 節 目 に 当 た る こ と 並 び に 2012年 に 新 東 京 宣

言 を 採 択 し て 以 降 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 及 び 国 際 社 会 が 急 速 な 変 化

を 経 験 し た こ と を 踏 ま え る と 、 こ の 際 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ が 新 た な 宣 言 を 採

択 す る こ と は 時 宜 に か な っ て い る 旨 趣 旨 説 明 が あ っ た 。 引 き 続 き 項

目 ご と に 審 査 が 行 わ れ 、 日 本 か ら 、 朝 鮮 半 島 情 勢 が 緊 迫 し て い る 現

状 を 踏 ま え 、 国 際 社 会 全 体 に よ る 絶 え 間 な い 取 組 に も か か わ ら ず 、

ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 に は 依 然 と し て 安 全 保 障 上 の 脅 威 が 存 在 し て い

る 旨 明 記 す べ き と の 修 正 提 案 を 行 っ た と こ ろ 、 議 論 の 結 果 、 こ れ を

盛 り 込 む こ と が 認 め ら れ た 。 こ の ほ か 、 案 文 全 般 に わ た り 必 要 な 修

正 が 加 え ら れ た 後 、 最 終 本 会 議 へ の 上 程 が 決 定 さ れ た 。  

ま た 、 各 決 議 案 及 び 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案 に つ い て も 必 要 な 修 正 が 加

え ら れ た 後 、 最 終 本 会 議 へ の 上 程 が 決 定 さ れ た 。  

 

７ ． 最 終 本 会 議  

 最 終 本 会 議 は 20日 （ 土 ） 午 後 に 開 催 さ れ た 。  

 ま ず 、 第 27回 総 会 の 日 程 及 び 開 催 地 に つ い て 、 2019年 １ 月 に カ ン

ボ ジ ア で 開 催 す る こ と が 決 定 さ れ 、 同 国 代 表 団 団 長 の テ ッ プ ・ ゴ ー

ン 上 院 第 二 副 議 長 が 受 諾 演 説 を 行 っ た 。  

 ま た 、 ハ ー 起 草 委 員 会 委 員 長 が 、 起 草 委 員 会 に お い て 審 査 し た ハ

ノ イ 宣 言 案 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 案 及 び 13件 の 決 議 案 に つ い て 報 告

し 、 こ れ ら は い ず れ も 全 会 一 致 を も っ て 採 択 さ れ た 。  

さ ら に 、 ガ ン 議 長 が 起 草 委 員 会 か ら 上 程 さ れ た 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案

に つ い て 報 告 し た 後 、 柳 本 団 長 を 始 め と す る 各 国 代 表 が 署 名 し た 。

そ の 後 、 ガ ン 議 長 が 総 会 の 閉 会 を 宣 言 し た 。  
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８ ． 要 人 表 敬 、 二 国 間 会 談 等  

 柳 本 団 長 は 、 各 国 代 表 と 共 に グ エ ン ・ フ ー ・ チ ョ ン ・ ベ ト ナ ム 共

産 党 書 記 長 を 表 敬 し 、 挨 拶 し た 。 ま た 、 日 本 国 会 代 表 団 は 、 ガ ン 議

長 、 フ ァ ム ・ ミ ン ・ チ ン ・ ベ ト ナ ム 共 産 党 中 央 組 織 委 員 長 ・ 越 日 友

好 議 員 連 盟 会 長 、 フ ァ ム ・ ビ ン ・ ミ ン ・ ベ ト ナ ム 副 首 相 兼 外 務 大 臣

及 び ホ ア ン ・ チ ュ ン ・ ハ イ ・ ハ ノ イ 市 党 書 記 を 表 敬 す る と と も に 、

ゾ ア ン ・ マ ウ ・ ジ エ ッ プ ・ ベ ト ナ ム 労 働 傷 病 兵 社 会 問 題 省 副 大 臣 並

び に 韓 国 及 び カ ナ ダ の 各 代 表 団 と の 会 談 を 行 っ た 。 さ ら に 、 ガ ン 議

長 主 催 夕 食 会 及 び フ ォ ン 副 議 長 主 催 夕 食 会 に 出 席 し 、 各 国 代 表 団 と

の 意 見 交 換 を 行 う な ど 議 員 外 交 の 推 進 に 努 め た 。  

加 え て 、 柳 本 団 長 は 、 最 終 本 会 議 終 了 後 、 ガ ン 議 長 、 フ ォ ン 副 議

長 等 と 共 に 記 者 会 見 に 出 席 し 、 今 次 総 会 の 成 果 等 に つ い て 述 べ た 。  

ま た 、 総 会 期 間 中 、 柳 本 団 長 は ベ ト ナ ム 国 営 テ レ ビ か ら 今 次 総 会

に お け る 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 議 論 の 成 果 等 に つ い て 、 吉 良 よ し 子

議 員 は ベ ト ナ ム 国 会 専 門 チ ャ ン ネ ル か ら 今 次 総 会 に 期 待 す る こ と 等

に つ い て イ ン タ ビ ュ ー を 受 け た 。  

さ ら に 、 柳 本 団 長 は 、 訪 日 を 希 望 す る ベ ト ナ ム の 若 者 に 対 す る 技

能 実 習 等 を 行 う Ｌ Ｏ Ｄ 人 材 開 発 株 式 会 社 を 21日 （ 日 ） に 視 察 し た 。  

 

９ ． 終 わ り に  

 今 次 総 会 に お い て 、 日 本 国 会 代 表 団 は 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 が 直

面 す る 共 通 の 課 題 に つ い て 各 国 代 表 団 と 率 直 か つ 忌 憚 の な い 意 見 交

換 を 行 い 、 朝 鮮 半 島 情 勢 、 テ ロ 及 び 暴 力 的 過 激 主 義 対 策 、 経 済 及 び

貿 易 並 び に Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 役 割 に 関 し 、 日 本 提 出 の 決 議 案 を 基 に 協 議 を

主 導 す る な ど 、 会 議 の 成 功 に 積 極 的 に 貢 献 し た 。 ま た 、 日 本 が 提 出

し 、 採 択 を 主 導 し た 女 性 議 員 会 議 常 設 化 の た め の 規 則 改 正 案 は 、 各

国 代 表 団 に 歓 迎 さ れ る と と も に 、 ガ ン 議 長 か ら 、 最 終 本 会 議 終 了 後

の 記 者 会 見 に お い て 、 今 次 総 会 の 主 要 な 成 果 の 一 つ に 挙 げ ら れ る な

ど 、 高 い 評 価 を 得 て お り 、 日 本 国 会 代 表 団 は Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 創 設 国 と し

て 特 筆 す べ き 役 割 を 果 た し た 。  

 今 次 総 会 の 開 催 に 当 た り 、 ガ ン 議 長 を 始 め と す る 多 く の ベ ト ナ ム

国 会 関 係 者 か ら 賜 っ た 御 厚 情 に 対 し 心 か ら 感 謝 の 意 を 表 す る と と も

に 、 御 協 力 を 頂 い た 在 ベ ト ナ ム 日 本 国 大 使 館 に 対 し 御 礼 を 申 し 上

げ 、 本 報 告 を 終 え る 。  


